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No. 項目 No. 項目

1
教育理念・
目的・
育成人材像

1
理念・目的・
育成人材像

定めている
80%

教育理念・目的はホームペー
ジなどで周知徹底されてい
る。学園の特色の一つが『教
育ストーリーを3段階(4期)に
区分』して実施することであ
る。「就職」と「資格取得」
において一定の成果を残し、
有為な産業人を育成すること
ができている。資格取得と就
職実績をさらに向上しつつ、
実習教育を充実させるため
に、社会の動向を的確に見極
め、ニーズを調査・分析して
事業計画を組んでいる。

・適正に運営されている。

2 運営方針 定めている

学園全体の運営方針は理事
会・評議員会で、また各校の
運営方針は校長を中心とした
運営会議で定められている。
それらに基づいて部課長会議
で詳細を決定し、その内容は
全体朝礼で告知するとともに
各課で周知徹底している。
教育現場への浸透度合いを確
認し、より高めることが今後
の課題である。

・適正に運営されている。

3 事業計画 定めている

学校の運営方針を反映した事
業計画（目標達成プログラ
ム）は毎年度作成されてお
り、各部署では目標を達成す
べく定期的に進捗と差異を確
認して必要な手立てを講じて
いる。
教職員全体での共有化を更に
推し進めることで、目標達成
をより確実なものにしていく
必要がある。

・適正に運営されている。

4 運営組織 90%

理事会・評議員会で決議され
た内容は、本部長・事業部
長・校長の下で開催される運
営会議で伝達・説明され、部
長・課長などの各階層でも適
切な意思決定が行われてい
る。また、意思決定が効率的
に行えるように、職務分掌と
責任に関する規定と各部門・
各部署の役割を明示した運営
組織図がある。

・適正に運営されている。

5
人事・
給与制度

80%

要員計画、採用計画、教職員
研修計画を通じて、人材の着
実な確保と育成が行われてい
る。また、人事・給与に関す
る規定も整備されていて、人
事部および人事委員会を中心
にして適切に運用されてい
る。

・適正に運営されている。

6
意思決定
システム

90%

理事会、評議員会、学園本
部、学校と階層ごとに意思決
定システムが確立されてお
り、意思決定者による決定内
容はイントラネットやグルー
プウェアなどを用いて速やか
に伝達されている。

・適正に運営されている。

7
情報
システム

80%

学校運営における管理システ
ムの多くはすでに導入されて
おり、現場の業務軽減に役立
てている。
役目を終えたシステムなどが
残されており、また、業務に
応じ、その都度開発されてき
た各種システムが存在してい
るため、これらの整理統合に
取り組んでいる。

・適正に運営されている。

３．学校関係者評価・意見

学校運営

令和７年８月２１日

大項目

2

中項目 自己
評価

総括 学校関係者の評価・提言

＜達成度合の評価＞　0%（とりくめていない）　～　100%（取り組みは十分で、成果も出ている）までの11段階評価　



No. 項目 No. 項目
大項目 中項目 自己

評価
総括 学校関係者の評価・提言

＜達成度合の評価＞　0%（とりくめていない）　～　100%（取り組みは十分で、成果も出ている）までの11段階評価　

8 目標の設定
定めている

明確にしている

教育課程を編成するに当た
り、教育課程編成委員会の提
言を教育課程に反映させるこ
とで、時代のニーズに合った
教育を提供している。また、
各学科の教育目標、育成人材
像は、分かりやすい言葉で、
できるだけ具体的に示してい
る。

・今後も企業等の意見を取り
入れ、時代のニーズに合った
教育課程となるよう見直しを
進めていただきたい。

9
教育方法・
評価等

80%
～
90%

教育課程は、体系的にステッ
プアップできるものになって
いる。定期的な見直しについ
ては、学科担当者での検討
会、年2回の教育課程編成委員
会、関連団体、企業の意見を
ふまえ実施している。

・企業連携授業については、
学生の成長の観点から大変良
い取り組みだと考える。さら
なる充実を図り、取り組んで
いただきたい。
・インターンシップ等、学外
講習について、現場の雰囲気
や現状を知る良い機会となる
ため、回数・日数を増やして
はどうか。

10
成績評価・
単位認定等

80%

成績評価は情報公開を行い、
客観的な方法で常に明確に
行っている。
また習得した知識、技術の発
表の場として自動車整備技能
発表会を実施し、保護者等、
自動車関連企業へ発表し、高
い評価を得ている。

・適正に運営されている。

11
資格・免許の
取得の指導
体制

80%
～
90%

資格取得に向けた体制につい
ては一定の水準を維持できて
いる。
新カリキュラムに対応した教
材の開発も計画的に実施して
いる。

・適正に運営されている。

12
教員・
教員組織

80%

教員の確保については、採
用・育成・評価の各段階にお
いて、目的達成のための体制
がほぼ出来上がっている。
教員研修については、専門知
識の向上だけでなく、指導力
や学生対応力を向上させる研
修にも力を入れている。

・外部講習に積極的に参加
し、社会のニーズ、現状を取
り入れた指導ができるように
していただきたい。

13 就職率 90%

就職希望学生への就職指導に
おいては、担任が個別面談を
進め、学生個人の適性及び能
力と属性を十分に考慮した指
導を実践している。学生本人
の希望する就職が概ね達成で
きている。また、それらの達
成状況（就職率）は学園本部
で管理されている。

・今後も高い就職率、学生一
人ひとりに合った幸せな就職
を目指していただきたい。
・職場でわからないことを自
ら上司や先輩に質問できない
社会人も存在するため、主体
的に行動できるような指導に
取り組んでいただきたい。

14
資格・免許の
取得率

80%

学生が就職する業界・業種で
必要な資格の取得をサポート
している。卒業後の自動車整
備士国家試験については、就
業時の必須資格であるため、
全員が合格できるよう、教
材、カリキュラム、指導方法
の研究を行っている。

・自動車整備業界は自動車整
備士国家試験取得が必須の
為、学力が著しく低い学生、
モチベーションが低い学生へ
のサポート体制を充実してい
ただきたい。

15
卒業生の
社会的評価

80%

毎年、企業担当者に卒業生の
入社後状況を確認しており、
指摘事項については今後重点
的に取り組む課題として取り
組んでいる。

・適正に運営されている。

3 教育活動

4 学修成果



No. 項目 No. 項目
大項目 中項目 自己

評価
総括 学校関係者の評価・提言

＜達成度合の評価＞　0%（とりくめていない）　～　100%（取り組みは十分で、成果も出ている）までの11段階評価　

16 就職等進路 90%

就職は教育の大きな目的であ
り、そのための支援体制は整
備されている。
就職内定獲得に必要な指導内
容は年間カリキュラムの一環
として組み込まれ、学生の希
望に沿った内定を実現してい
る。

・適正に運営されている。

17
中途退学への
対応

80%

退学率の低減は入学者の確保
と同様、事業計画における最
重要課題の１つとして取組ん
でいる。学生が退学を希望す
るきっかけとなる時期・理由
は多様化しており、担任だけ
でなく、学校全体でサポート
を行う必要がある。学生指導
勉強会の実施等、教員の能力
向上に向けた取組みも実施し
ている。

・退学理由ごとの分析を行
い、学校全体として取り組ん
でいくことで退学率の低減に
つながるのではないか。
・個々の悩みや問題等がわか
るよう、学生へのアンケート
内容、実施方法を見直すこと
を検討してはどうか。

18 学生相談 80%

学生相談については、定期的
に全員と個別面接を行い、今
後の進路、目標確認、学園生
活の悩みなどを聞きだし対応
している。その結果を学生指
導表にまとめ、上司に報告、
必要に応じて部署全体に共有
することで、学校全体できめ
細やかな対応を行っている。

・適正に運営されている。

19 学生生活
80％
～

90％

より多くの学生が就学できる
ように、経済面、環境面など
について支援体制を整備して
いる。今後もニーズに合わ
せ、必要な支援体制を整備し
ていく。

・適正に運営されている。

20
保護者との
連携

80%

保護者等への連絡は大原ポー
タルにて定期的に行ってい
る。また、学園生活の状況、
就職活動状況等、個別の状況
については、担任より保護者
等へ電話での定期連絡を行っ
ている。学生指導上必要な場
合は、保護者等に来校してい
ただき、面談も行っている。
今後、より保護者等との連携
体制を強化するため、保護者
会の実施を検討する。

・保護者への定期連絡につい
ては、すべてを教員から説明
するのではなく、学生本人が
保護者に対して報告・連絡・
相談（報連相）を行うよう指
導することが適切であると考
える。

21
卒業生・
社会人

60%
～
80%

卒業生への支援体制として
は、「大原学園卒業生サイ
ト」を設け、地域や世代を超
えた卒業生ネットワークサイ
トを用いてサポートを行って
いる。

・適正に運営されている。

5 学生支援



No. 項目 No. 項目
大項目 中項目 自己

評価
総括 学校関係者の評価・提言

＜達成度合の評価＞　0%（とりくめていない）　～　100%（取り組みは十分で、成果も出ている）までの11段階評価　

22 施設・設備等 90%

施設・設備に関しては、ほぼ
十分な対応ができていると思
われる。今後もこの体制を崩
さないよう維持・管理に力を
入れていく。

・適正に運営されている。

23
学外実習、
インターン
シップ等

80%

実習や研修への参加について
は、事前にガイダンスや説明
会等を設け参加する目的など
をしっかりと伝え、事故やト
ラブルを防ぐように努めてい
る。

・就業に対する意識づけには
就職前インターンシップが効
果的だと考える。現時点での
自分の課題を発見できる機会
にもなるため、これからも継
続して実施していただきたい

24
防災・
安全管理

80%

保険等の加入については十分
なものになっている。備蓄品
や転倒防止対策、緊急連絡体
制等も整えられている。

・適正に運営されている。

25

学生募集
活動は、
適正に
行われて
いるか

80%

学生および保護者等、高校に
対し、正確な情報提供を行っ
ている。また、専門分野の現
状認識と将来への展望を伝
え、進路選択に役立ててもら
えるようにしている。

・適正に運営されている。

26 入学選考 80%

志願者一人ひとりに対して、
書類選考を行っている。ま
た、必要に応じて面談を実施
し、入学の意思確認を行うと
共に、入学後の学生指導に役
立てている。

・適正に運営されている。

27 学納金
算定している
行っている

教育費に関しては、多くの家
庭で優先順位が高い項目に
なっている。したがって、学
費に関しては教育材料費等を
含め、常に確認をしながら負
担にならない金額を設定する
ように心がけていく。また、
学費納入に対しても滞ること
がないように状況を確認して
いく。

・適正に運営されている。

28 財務基盤
安定している
行っている

学生募集については、学科、
コースにより変動はあるが、
学校全体としては好調であ
り、財務基盤は安定してい
る。

・適正に運営されている。

29
予算・
収支計画

策定している
行っている

当年度の重点計画、前年度実
績予想との整合性を保ち、健
全な予算編成をしている。ま
た、執行については定期的に
運営会議などで執行状況を確
認している。

・適正に運営されている。

30 監査 実施している

学校法人監事による業務監査
とともに内部および外部の会
計監査を受け、法令または寄
付行為への遵守と学園の財務
の適正性を、確保するように
している。

・適正に運営されている。

31
財務情報の
公開

70%

学園全体の財務情報は大原学
園ホームページで公開されて
いるが、刊行物あるいは学内
掲示での公開に関する規程が
ないため、規程の準備を今後
進めていく。

・適正に運営されている。

6 教育環境

7
学生の募集と受
入れ

8 財務
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32
関係法令、
設置基準等の
遵守

90%

学園本部が中心となり、法令
に対して速やかに対応できる
体制を採っており、遵守に必
要なものも文書化している。
今後は教職員および学生に対
して、定期的・継続的に実施
できるよう検討を進める。

・自動車整備士の仕事は、道
路運送車両法の下で行ってい
る事を意識させる必要があ
る。企業と連携し最新の情報
を学習できる機会を作ってい
ただきたい。

33 個人情報保護 80%

個人情報保護については情報
セキュリティ委員会の下に、
各部門・各校に管理者を配し
て、保護活動を徹底してい
る。また、全国会議で説明会
を催すなど、周知徹底を図る
とともに対策の実効性を高め
ている。

・適正に運営されている。

34 学校評価
行っている

公表している

自己点検・評価報告書は申請
があれば全項目を閲覧できる
体制になっており、大原学園
ホームページにも掲載してい
る。
外部者による学校関係者評価
は行い、報告書は大原学園
ホームページに掲載してい
る。今後も継続的に評価を行
い、課題を明確にして学校運
営に活かしていく必要があ
る。

・適正に運営されている。

35
教育情報の
公開

70%

学校の概要や教育内容は大原
学園ホームページ等に掲載し
ているが、教職員に関する情
報はその対象となっていない
ので、情報公開の内容と方法
について今後改善を進めてい
く。

・適正に運営されている。

36
社会貢献・
地域貢献

80%
～
90%

地域への貢献は施設の提供だ
けでなく、学校の特色を活か
したものを地域の子供たちに
提供している。また、留学生
が安心して学習できる教育環
境も整っており、入学希望者
も年々増加している。

・企業と連携した社会・地域
貢献活動に参加することで、
企業の雰囲気を知ることがで
きるため、非常に有効な取り
組みであると考える。

37
ボランティア
活動

80%

ボランティア活動は学校所在
地自治体に留まらず他の自治
体での活動にも参加してい
る。学科ごとに、学業とのバ
ランスを考慮し、学生の経験
や成長に繋がるボランティア
活動を実施していく。

・今後も地域活動に主体的に
関わることのできる取り組み
をお願いしたい。

　大分昴自動車工科専門学校の令和６年度における自己点検・評価については、全般的に良好な結果であった。
学校運営は、意思決定システムが確立されており、円滑な運営が行われている。また、教育理念に基づいた運営方針が明
確に定められており、教育理念を達成するための事業計画の策定、各種研修制度の確立を通じて有為な人材育成が行えて
いる。
　就職実績は、令和６年度も就職率１００％を継続して達成することができている。１年次の企業連携授業、キャリアデ
ザイン授業、校内合同企業説明会、２年次の内定企業インターンシップ、企業連携授業、整備技能発表会を通して、自分
に合った就職先のマッチング、就業への意識向上、即戦力になるための知識・技能の向上に向けて取り組むことができて
いる。
　資格取得においては、学習カリキュラムや指導方法の研究を行い、令和６年度も高い合格率を維持することができてい
る。
　令和６年度のボランティア活動は、別府大分毎日マラソン大会補助や清掃活動に参加しており、実施前にはボランティ
ア活動に対する意識づけを実施した。今後も、学生が社会・地域貢献を行える場として、積極的に参加を促していきた
い。
なお、学校運営として、予算計画・執行は規定に従って適切に行なわれており、財務状況も安定している。

9
法令等の
遵守

10
社会貢献・
地域貢献



４．学校関係者委員会総括
　「学生のキャリアプランに沿った就職」と「即戦力を備えた社会に必要とされる人材育成」を教育テー
マに掲げて、教職員全員が一丸となって学校運営・教育活動に取り組んでいる。とりわけ、多くの卒業生
が実社会で活躍していることは、社会的貢献の意味で非常に大きな役割を果たしている。
　大分昴自動車工科専門学校の教育において、必要な資格だけでなく、社会で即戦力として活躍できる知
識・技能の習得や社会人としてのマナーや気遣い等を身につける教育については、学生のみならず自動車
関連企業等にとっても非常に有益である。
　今後も「学生のキャリアプランに沿った就職」と「即戦力を備えた社会に必要とされる人材育成」を永
続的に実現するには、社会の変化に対応した教育プログラムの開発・改訂・提供を行うことが重要と考え
られるため、重点課題の達成、更なる改善に向けた取り組みの中で反映させてほしい。また、関連企業と
の連携を強化し、「地域に貢献できる人材」を企業と共に育成する取り組みにも力を入れていただきた
い。
　大分昴自動車工科専門学校が地域産業の発展に貢献し、ますます信頼を得られるようサポートして行き
たいと思う。


